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            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊昭和 63年(1988年)11月 10日版「国立天文台」パンフレットについて 

アーカイブ室新聞 583号に昭和 55年（1980年）版の東京天文台見学案内の記事を書いた。

今まで記事にした「東京天文台見学案内」の類は下記のとおりである。 

１） 昭和 24 年(1949年)版（アーカイブ室新聞第 250号） 

２） 昭和 26 年(1951 年)版（アーカイブ室新聞第 123号） 

３） 昭和 27 年(1952年)版（アーカイブ室新聞第 259号、第 434号） 

４） 昭和 38 年(1963年)版（アーカイブ室新聞第 582号） 

５） 昭和 43 年(1968年)版（アーカイブ室新聞第 321号、第 323号） 

６） 昭和 55 年(1980年)版（アーカイブ室新聞第 583号） 

 そして今回、昭和 63 年(1988年)版である。しかし、この号は「東京天文台見学案内」で

も「東京天文台パンフレット」でもない。この号は「国立天文台パンフレット」第 1 号で

あろう。アーカイブ室新聞に取り上げた以外にも東京天文台見学案内の類はあったろうと

思われる。まだ収蔵できていない号をお持ちの方があったらぜひ譲っていただきたい。あ

るいはお貸しいただきたいと思う。 今回は「国立天文台」パンフレット第 1 号と記念号

の紹介である。まず表紙と裏表紙（写真 1）。 

  

           写真 1 国立天文台パンフレット第 1号 



 このパンフレットは今までの「東京天文台見学案内・パンフレット」の類とは編集方法

が全く異なっている。表紙のデザインはシンプルで、アンドロメダ星雲の星野をバックに

宇宙に挑む「国立天文台」とあるのみで、裏表紙にはニュートンの言葉「世間で私をどう

見ているか知らないが、自分自身としては、波打際で戯れる一人の子供のようなものと思

っている―――それは、真理の大洋がその子の眼前に探求されぬまま無限に広がっている

のに、ときたま普通のよりは色の鮮やかなか小石や美しい貝殻などをみつけては喜ぶ子供

のように」が皆既月食の月の写真の下に添えられている。 

 表紙の裏には、馬頭星雲の星野をバックに「われわれのまわりに果てしなく広がる漆黒

の空間―――、はるかなる時空を超えて光輝やくいく千万の星々―――、森羅万象を神秘

のベールで包みこむ無限の静寂―――   ―――宇宙―――、今、我々はその謎に挑む」

とある。そしてその右ページには、「国立天文台とは」東京大学東京天文台、文部省緯度

観測所、名古屋大学空電研究所の一部が母体になって、昭和 63年 7月 1日から新しくスタ

ートした天文学の研究所です。東京都三鷹市の本部と地方の 6 観測所で働く職員 258 人。

それぞれのテーマを追って日夜宇宙の謎に挑んでいるのです。と説明があり、国立天文台

の施設の分布の地図が描かれている（写真 2）。 

 

                   写真 2  

 この地図の中に木曽観測所がなくなり、緯度観測所が水沢観測センターとなって登場し

ている。最初の説明には緯度観測所に敬意を払ったか、「星を使って地球をしらべる」と

いう緯度観測所で行って来た研究が紹介されている（写真 3）。 



 

                   写真 3 

3、4 ページが緯度観測所を紹介したのではないことは、続くページを見るとわかってく

る。このパンフレットは国立天文台の施設紹介にはなっていない。研究テーマで国立天文

台を紹介している。次の 5、6、7、8ページは「母なる太陽のしらべ」と題して、皆既日食

のコロナとガリレオの「太陽黒点に関する第二書簡」の言葉で紹介されており、岡山天体

物理観測所の 65cmクーデ型太陽望遠鏡とマグネトグラフの磁場構造が紹介されている。次

ページには、冬季の乗鞍コロナ観測所、25cm コロナグラフが載せられ、その右ページには

野辺山太陽電波観測所の紹介がある(写真 4、5)。 

9、10ページは「太陽系の仲間たちを探る」として、ハレー彗星の写真があり、ほうき星

についての野尻抱影の「星三百六十五夜」の言葉が添えられ、右ページには三鷹の 65cm屈

折望遠鏡、堂平観測所の 50cmシュミット望遠鏡が載っている(写真 6)。 

次の 4 ページは、「星の誕生と死を追って」になり、星々の誕生現場としてオリオン星

雲の写真が掲載され、リルケの「なげき」が添えられている。12 ページには野辺山宇宙電

波観測所 45m ミリ波望遠鏡とその観測成果として星間物質のスペクトルが紹介されている

(写真 7)、13 ページには銀河中心の写真があり、尾崎喜八の「地衣と星」の言葉が添えら

れている。14 ページには岡山天体物理観測所の 91cm 望遠鏡、堂平観測所の 91 反射望遠鏡

が紹介されている(写真 8)。 

15,16ページは「わたしたちの銀河系」、電波で見た銀河系中心部のデータが、なぜか松

尾芭蕉の「荒海や 佐渡に横たふ 天河」が添えられている。16ページには三鷹の自動光 



 

                   写真 4 

 

                   写真 5 



 

                   写真 6 

 

                   写真 7 



 

                   写真 8 

電子午環、野辺山の 10m5素子干渉計が紹介されている。 

 次の 17、18ページは「はるかな銀河を求めて」となっており、「かみのけ座銀河団」の

写真と石田五郎の「天文台日記」からの文章があり、衝突銀河 VV102 の写真、日本一の岡

山天体物理観測所の 188cm望遠鏡が紹介されている(写真 9)。 

 19、20 ページは「神々の地――宇宙のはて」であり、宇宙のはてに挑む岡山天体物理観

測所として周極星野をバックにした 188cm 望遠鏡ドームの写真が、夏目漱石の「夢十夜」

の言葉とともに掲載されている。岡山天体物理観測所の 188cm 望遠鏡では宇宙のはてに挑

むべくもないと今では思う。20 ページには宇宙の大構造の図、コンピューターシミュレー

ションの図が登場する(写真 10)。 

 21、22 ページに至って、古い見学案内では最初に出てきた「時刻を決める」、「暦をつ

くる」という項になる。なぜか時刻を決める望遠鏡として、三鷹の「ゴーチエ子午環」が

登場し、「暦をつくる」のページには「マタイの福音書」の言葉が出てくる。これには違

和感を覚えるのは筆者の偏見か(写真 11)。 

 23、24 ページは見開きで「美しい星空を守るために」で、プレアデス星団をバックに清

少納言の枕草子から「星はすばる、ひこぼし、明星、夕つつ、よばひぼしをだになからま

しかばまして」が記され、24 ページには周極星野をバックに、「我々はこの美しい惑星・

地球と星空とを平和の内に守っていかなければならないのです。」と職員組合の立場を訴

え、宇宙兵器の開発や核兵器の配備に断固として反対していると述べている(写真 12)。 



 

                   写真 9 
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                   写真 11 

 

                   写真 12 



 裏表紙前の 25 ページには、「宇宙への新たな挑戦」と題して、当時建設を検討していた

大型光学赤外線望遠鏡の計画が紹介されている。そもそも東京大学東京天文台から国立天

文台への改組転換はこの大型光学赤外線望遠鏡プロジェクト推進のために行われたもので

ある。この時点の模型の写真は当時の計画案「JNLT 計画」であり、300 インチ望遠鏡とし

て計画されており、口径は 7.5ｍであり、望遠鏡本体のトラス構造も実現した「すばる」と

は全く違った望遠鏡になっている。また他に計画されていた野辺山太陽電波観測所に 140

基のパラボラアンテナを置く電波ヘリオグラフ計画、11 年の太陽活動周期の変化をとらえ

る太陽周期活動望遠鏡計画、天体の電波源を使った地球回転・基準座標系用 VLBI 計画が紹

介されている(写真 13)。また 26 ページには国立天文台と観測所の一覧が記されている。 

 

                   写真 13 

 このパンフレットは、天文台職員組合が発行した見学案内の類の最後のものではないか

と思われる。組合にとっては貴重な財源であったはずだが！ 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


